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「夏休み人形劇のひろば」が８月５日（月）開催されました。

夏休みのひとときを、子供たちに人形劇を楽しんでもらおうと

南部コミセンが企画している事業です。

猛暑の中でしたが、南部学童クラブ つくしんぼクラブの子

ども達を中心に１３０人に人形劇を楽しんでいただきました。

今年度も、青空クラブの「人形劇こども教室」に参加した、

つくしんぼクラブの子供たち１６人が練習の成果発表として、

３年生が自分たちで作ったペープサートで音楽に合わ

せて「どんないろがすき」を、４～６年生がセリフや

人形操作に挑戦し「すいかどろぼう」を公演し、仲間

たちから盛大な拍手をもらっていました。

最後に人形劇団 青空クラブに「へっこき嫁さま」

を公演していただきました。

子供たちの笑顔が印象的で、人形劇の魅力を十分味

わうことができた楽しいひとときでした。

７月３１日、８月７日の二日間学生ボランティアサークル「アクセルリ

ンク」の学生を講師に、「夏休みまなびのひろば」を行いました。

両日ともあいにくの雨模様で、参加の子供たちの人数は少なめでしたが、

学生たちより丁寧に勉強を学んでいました。ワークなどの学習の他に、

工作なども相談し、教えてもらっていました。

８月７日の勉強会終了後には、雨の晴れ間を見て外で、「水鉄砲バトル」

を行いました。チームに分かれ

て水鉄砲でペットボトルを倒す

スピードを競った後、コミセン

駐車場を全面に使い子供たちは

大学生を追いかけて水鉄砲の打

ち合いをしました。お互い水浸

しになりながら楽しい夏の時間

を過ごしました。

衛生組合南部支部と南部コミセン共催による「健康教室」が例年以上に暑さが続くなか、去る８月

２３日(金)南部コミセンを会場に各町内の衛生組合長・女性部長の方々３０名が参加して開催されました。

講師に三友堂病院心療内科科長の 灘岡 壽英先生を迎え

て専門の立場から「認知症の理解と予防について」を演題に

スライドによる講演をいただき、日頃から食生活や適度な運

動、人とのかかわり（社会的活動への参加など）をつくり楽

しく生活をしてほしいと話がありました。

また、米沢市健康課の保健師から「熱中症の対処法」や年

に一度自分の体の「健康診断」を受けてほしいと話があり、

参加した方々は直接自分にも関係ある事で、日常生活の中で

の健康の大切さを知る有意義な講演でした。

衛生組合南部支部支部長 小林 秀一

～健康教室開催～




